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遺
言
状
の

必
要
性
と
書
き
方

今
昔
う
ら
や
す 

～
絵
と
写
真
で
見
る
、
浦
安
の
今
と
昔
～

温
泉
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

こ
だ
わ
り
の
お
料
理
と
ワ
イ
ン
は

大
満
足
間
違
い
な
し
！

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
付
き
♪

あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
？

耐
震
基
準
を
知
っ
て

地
震
に
備
え
よ
う
！

ｅ
ｔ
ｃ 

…
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こ
の
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
時
、
子
供

の
頃
の
京
都
御
室
の
仁
和
寺
の
八
重

桜
の
満
開
風
景
と
、
そ
し
て
、
じ
ゃ

ん
け
ん
す
る
度
に
、「
お
室
の
桜
は
ま

だ
つ
ぼ
み
、
ち
ょ
っ
と
咲
い
て
、
ぱ
っ

と
咲
い
て
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
」
と

歌
ひ
な
が
ら
、
手
を
出
す
お
か
っ
ぱ

の
女
の
子
を
思
い
出
し
た
。

（ 

２
０
０
６
年  

中
村 

周
三 

）

　

堀
江
か
ら
富
士
見
に
伸
び
る
し
お
か

ぜ
緑
道
は
桜
も
植
え
ら
れ
て
い
て
、
春
に

は
満
開
の
桜
と
と
も
に
お
散
歩
を
楽
し

め
る
、
素
敵
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

写
真
を
撮
影
し
た
の
は
３
月
下
旬
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
蕾
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て

い
た
も
の
の
、
開
花
に
は
も
う
少
し
か
か

り
そ
う
な
感
じ
で
し
た
。
八
重
桜
の
開
花

は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら
２
週
間
程
度
後

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
撮
影

時
も
蕾
は
ま
だ
か
た
そ
う
で
し
た
。
冊
子

が
配
布
さ
れ
る
頃
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
、
少
し
遅
れ
て
八
重
桜
が
満
開
と
な

り
、
春
を
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

[

今
と
昔
を
比
較
し
て
み
た
。]

八
重
桜
の
咲
く
小
道

　
　
　
　
　
　
　

（
富
士
見
）　

二
枚
目

今昔を見に、行ってみよう。

今月の表紙 （2006 年スケッチ） スケッチと同じ場所を撮影 （2017 年 3月撮影）

ゆうゆう手帖　表紙絵
｢浦安百景　中村周三スケッチ集｣ より。

中村  周三   nakamura shuzo
1932 京都市出身
1951 大学にて建築設計を専攻
1955 より家電事業会社の商品デザイン部
門、製品企画、販売企画などに従事、中小企
業診断士 ( 商業 )、消費生活アドバイザーな
ど資格を取得・デザイン留学経験有り
1992 退職後、デザインコンサルタントとし
て活動。趣味として水彩スケッチを楽しむ。

住 所： 浦 安 市 富 士 見 １
丁目付近

し お か ぜ 緑 道 沿 い、 飛
び石があるところです。
是 非、 散 策 し て み て く
ださい。
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SPA&HOTEL 舞浜ユーラシア

こだわりの和食もブッフェで…。優しい味
付けでいくらでも食べられてしまいそう。

全てのグリルメニューに地産地消
にこだわったブッフェが付いてい
ます。（グリル例 ･･･US サーロイ
ンステーキ 150g 2,916 円 / 筒切り
サーモンステーキ 2,916 円　等） ランプが灯るモダンな雰囲気。

グランドメニューがリニューアル！館山漁港から揚がった新鮮魚介を使用
した和の食材をはじめとした、こだわりメニューが勢ぞろい。

　

地
下
１
７
０
０
ｍ
か
ら
湧
き
出
る
天
然
温
泉

を
浦
安
で
楽
し
め
る
舞
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
、「
温

泉
だ
け
で
な
く
お
料
理
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
て

美
味
し
い
！
」
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
食
の

安
全
安
心
を
徹
底
し
た
「
顔
の
見
え
る
食
材
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
館
内
２
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
和
洋
折
衷
、
様
々
な
お
料
理
を
堪
能
出

来
ま
す
。
そ
し
て
４
月
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に

上
質
と
な
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！ 

焼

き
た
て
熱
々
の
グ
リ
ル
を
楽
し
め
る
３
Ｆ
「
オ

ア
シ
ス
」
で
は
、
お
肉
や
魚
介
の
グ
リ
ル
に
合

わ
せ
て
、
千
葉
県
産
の
採
れ
た
て
野
菜
を
楽
し

め
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ラ
ダ
を
は
じ
め
と
し
た
豪

華
な
ブ
ッ
フ
ェ
を
全
メ
ニ
ュ
ー
セ
ッ
ト
に
。
５

Ｆ
「
オ
ー
キ
ッ
ド
」
で
は
、
料
理
長
こ
だ
わ
り

の
新
メ
ニ
ュ
ー
が
続
々
登
場
。
ま
た
美
味
し
い

お
料
理
に
合
わ
せ
て
、
常
駐
の
専
属
ソ
ム
リ
エ

が
オ
ス
ス
メ
の
ワ
イ
ン
を
選
ん
で
く
れ
る
の
も

人
気
の
一
つ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
の
ご
利
用
も

可
能
で
す
。
温
泉
に
お
食
事
に
…
浦
安
で
過
ご

す
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
、
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

温
泉
だ
け
じ
ゃ
な
い
！ 

こ
だ
わ
り
の
、

お
料
理
と
ワ
イ
ン
は
大
満
足
間
違
い
無
し
！

047-351-4126☎
浦安市千鳥 13-20

有り（施設ご利用の方５時間無料）
※レストランのみご利用の場合、入館料はかかりません（２時間に限ります）

■スパ　11:00 ～翌 9:00（最終受付 8:00）
■レストラン「オーキッド」　グランドメ
ニュー 12:00 ～ 21:30（LO）/ ティータイ
ム 15:00 ～ 17:00/ ナイトメニュー 21:30 ～
23:00（LO22:30）
■レストラン「オアシス」　土日祝のみ営業
17:00 ～ 22:00（LO21:00）

住

営

駐

＜市内シャトルバス路線案内＞

●ユーラシア       舞浜駅北口線 (20 分毎 )
●浦安市内循環路線
　→停留場所は市内５地点。
詳しい時刻表、停留場所の確認はホームペー
ジをご覧ください。( 舞浜ユーラシアで検索 )

「舞浜ユーラシア」市内シャトルバスが便利です。

■浦安付近

※写真はイメージです。各イベントは、予告なく変更または中止となる場合があります。予めご了承ください。

3 Ｆ グリルレストラン「オアシス」

5 Ｆレストラン「オーキッド」

●同時入館で５名様までご利用可能です●本クーポン券は 65 歳以上の方が
対象となります●会員 ･ 一般 ･ 入館の関係なくご利用いただけます●ご来館
時にスパ棟３Ｆフロントでご提示ください●他サービスとの併用不可

●本クーポン券は 65 歳以上の方が対象
となります●同時利用一組４名様まで●
ご来店時にレストランスタッフまでご提
示ください●他サービスとの併用不可

●本クーポン券は 65 歳以上の方が対象
となります●同時利用一組４名様まで●
ご来店時にレストランスタッフまでご提
示ください●他サービスとの併用不可

ゆうゆう手帖 Vol.2  2017 年 4 月 7 日～ 5 月末日まで

ゆうゆう手帖 Vol.2  
2017 年 4 月 7 日～ 5 月末日まで

ゆうゆう手帖 Vol.2  
2017 年 4 月 7 日～ 5 月末日まで

スパ＆ホテル　舞浜ユーラシア

3Ｆレストラン「オアシス」 5Ｆレストラン「オーキッド」

☆入館料サービスチケット☆

プレミアム
生ソフトクリーム ドリンクバー

無料プレゼント

通常2,060円   →

通常2,570円   →

大人
入館料

大人
入館料

1,500 円
2,000 円

平日

土日祝
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豊
か
な
第
二
の
人
生
を
お
く
る
た
め
の
レ
シ
ピ

遺
言
状
の
必
要
性
と
書
き
方

　

日
本
の
相
続
法
は
、「
遺
言
状
が
あ
る
こ

と
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
」
の
で
す
が
、

「
遺
言
状
」
を
書
く
人
が
20
％
し
か
居
な
い

か
ら
、
残
り
80
％
の
遺
言
状
が
無
い
遺
産
相

続
で
は
争
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
何
故
な
ら
、「
遺
言
状
が
無
い
場
合
」

に
は
、「
法
定
相
続
人
（
相
続
人
と
な
る
者
）」

と
「
法
定
相
続
分
（
各
自
が
相
続
す
る
分
）」

を
法
律
で
、
し
か
も
「
同
順
位
は
均
等
に
相

続
す
る
」
と
定
め
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
て

「
各
相
続
人
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
均
等
な

相
続
分
を
貰
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」

の
で
、
各
々
の
主
張
の
食
い
違
い
か
ら
遺
産

相
続
の
争
い
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
あ
な
た
は
、
遺
言
状
を
書
い

　

相
続
は
、
親
の
遺
産
（
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
財
産
）
を
子
孫
へ
タ
ダ
で
移
転
（
地
位

の
承
継
）を
す
る
こ
と
で
す
の
で
、「
遺
言
状
」

は
、「
残
さ
れ
た
子
孫
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
生
活
を
立
て
、
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
、
親
が
ど
う
い
う
気
持
ち
で
相
続
さ

せ
る
の
か
、
を
文
章
で
書
き
残
す
」
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
相
続
人

（
妻
や
子
孫
）
は
、
親
の
配
慮
に
対
し
て
感

謝
を
持
っ
て
受
け
取
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
親
の
子
に
対
す
る
配
慮
が
「
付

言
」
で
書
か
れ
て
い
た
ら
、
争
う
子
供
は
ほ

と
ん
ど
居
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
以
下
に

幾
つ
か
の
事
例
に
し
た
が
っ
て
サ
ン
プ
ル
を

書
き
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
…
。

誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
第
二
の
人
生
へ
の
レ
シ
ピ
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
「
遺
言
状
」
を
書
く

必
要
が
あ
る
の
か
？

で
は
、
ど
の
よ
う
な
遺
言
状
を

書
け
ば
い
い
の
か
？

て
い
ま
す
か
？
」
と
訊
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
遺
言
状
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
。「
ど
う

し
て
書
い
て
い
な
い
の
で
す
か
？
」
と
訊
く

と
、「
う
ち
は
そ
ん
な
に
財
産
が
無
い
か
ら
」

「
子
供
達
は
争
っ
た
り
し
な
い
と
思
う
か
ら
」

等
々
が
ほ
と
ん
ど
の
答
え
で
す
。
し
か
し
、

現
実
に
は
遺
産
の
多
い
少
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
父
死
亡
の
後
で
は
確
実
に
遺
産
分
け
の

争
い
は
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
供
達

は
「
法
律
で
子
の
相
続
分
は
各
２
分
の
１
と

す
る
」
等
々
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
「
父
の

死
亡
に
よ
り
子
供
に
遺
産
を
受
け
取
る
権
利

が
発
生
す
る
」と
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
父
が
生
き
て
い
る
内
は
、
父
の
意
思
で
遺

産
を
タ
ダ
で
貰
う
だ
け
で
ま
だ
権
利
で
は
な

い
こ
と
」
且
つ
「
父
の
前
で
は
遺
産
分
け
の

話
は
し
に
く
い
の
で
黙
っ
て
い
る
だ
け
」
だ

か
ら
で
す
。
そ
し
て
い
ざ
親
（
父
）
が
死
ん

だ
後
の
遺
産
分
け
に
な
っ
て
「
遺
言
状
」
が

無
い
と
、
法
定
相
続
人
（
子
）
の
遺
産
分
け

に
な
っ
た
時
、「
こ
の
家
が
欲
し
い
」
等
々

と
自
分
の
権
利
を
主
張
し
始
め
る
と
、
他
の

子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
子
供
達
の
間
で
調
整
で
き
な
い
権
利

争
い
に
な
る
の
で
す
。
一
度
遺
産
の
争
い
に

な
る
と
骨
肉
の
争
い
に
発
展
し
て
、
も
う
二

度
と
親
子
・
家
族
関
係
は
元
に
戻
る
こ
と
は

な
い
悲
惨
な
関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
残
さ
れ
た
妻
子
が
争
う
こ
と
無

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
と
幸
せ
を
願
う
親
の

想
い
を
込
め
た
「
遺
言
状
」
を
書
く
の
は
親

の
義
務
で
あ
る
、
と
心
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（「
付
言
」
で
親
の
子
に
対
す
る
想
い
を

書
く
の
は
そ
の
為
で
す
）。　
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子
供
が
居
な
い
夫
婦
の
場
合
、
一
方
が
死

ん
だ
場
合
「
遺
言
状
」
が
無
い
と
、
相
続
法

に
よ
れ
ば「
法
定
相
続
人（
相
続
分
）」は「
配

偶
者
（
２
／
３
）
と
被
相
続
人
の
親
（
１
／

３
）」、
親
が
居
な
い
場
合
は
「
配
偶
者
（
３

／
４
）と
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹（
１
／
４
）」

に
な
り
ま
す
。
夫
婦
二
人
で
築
い
て
来
た
財

産
が
、「
ほ
と
ん
ど
行
き
来
の
無
い
兄
弟
に

１
／
４
持
っ
て
行
か
れ
る
の
は
不
合
理
だ
」

と
思
わ
れ
る
人
は
、
上
記
の
よ
う
な
「
遺
言

状
」
を
書
け
ば
、
配
偶
者
一
人
に
遺
産
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
子
供
の
居
な
い

夫
婦
は
必
ず
「
遺
言
状
」
を
書
い
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

※
子
供
が
居
る
場
合
で
も
、
残
さ
れ
た
妻
に

全
財
産
を
残
し
た
い
時
に
は
、
上
記
の
内
容

の
「
遺
言
状
」
を
残
せ
ば
良
い
の
で
す
。
95

歳
迄
老
い
た
妻
が
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
妻
亡
き
後
は

財
産
は
子
供
達
に
相
続
さ
れ
ま
す
の
で
「
子

供
達
へ
の
遺
産
分
け
は
、
母
親
に
親
孝
行
し

な
が
ら
少
し
待
て
」
と
「
付
言
」
で
書
け
ば

い
い
の
で
す
。
こ
の
場
合
１
億
６
０
０
０
万

円
ま
で
は
無
税
（
節
税
）
に
な
り
ま
す
。

※
「
自
筆
証
書
遺
言
」
は
、上
記
の
内
容
を
、

「
自
分
だ
け
の
手
書
き
」
で
書
い
て
下
さ
い

（
ワ
ー
プ
ロ
で
書
く
の
は
無
効
）。
そ
の
下
に

「
年
月
日
」
と
「
住
所
氏
名
」
を
書
き
「
実
印
」

を
押
捺
し
て
下
さ
い
。

Case.1　子供の居ない夫婦の場合

・
幾
ら
仲
が
良
く
て
も
、
夫
婦
共
同
名
義
は

無
効
で
す
。

・
書
い
た
ら
、
封
印
し
て
、
遺
言
執
行
者
に

渡
す
か
、
信
頼
で
き
る
人
に
保
管
し
て
貰
っ

て
下
さ
い
。

　

こ
れ
だ
け
で
完
全
に
有
効
で
す
。
但
し
、

紛
失
し
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
管
に
は
ご
注
意
下

さ
い
。

※
尚
、
完
璧
な
遺
言
状
に
す
る
に
は
、
こ
の

自
筆
証
書
遺
言
を
持
っ
て
、「
公
証
人
役
場
」

に
行
き
、「
公
正
証
書
遺
言
」
と
し
て
書
い

て
貰
え
ば
完
璧
で
す
。
費
用
は
、
証
人
二
人

分
と
合
わ
せ
て
２
万
～
３
万
以
内
で
す
。

 　
「
公
正
証
書
遺
言
」
に
す
れ
ば
、
１
部
は

公
証
人
役
場
に
保
管
さ
れ
る
の
で
、
自
分
の

分
を
紛
失
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。
又
、「
自

筆
証
書
遺
言
」
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
る

危
険
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、家
庭
裁
判
所
の「
検

認
」
を
受
け
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な

み
に
「
検
認
」
は
、
こ
の
遺
言
書
が
本
当
の

被
相
続
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

等
の
調
査
を
す
る
も
の
で
す
。
又
、
検
認
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
遺
言
書
が
無
効
に
な　

る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、

行
政
罰
の
「
過

料
」
が
来
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

遺 言 状

遺言者今井幸一（1941 年 1 月 2 日生）は、下記の通り遺言書を作成する。
第 1 条　遺言者は、遺言者の有する一切の財産を､ 遺言者の妻である今井祐子
　　　　（1949 年 9 月 6 日生）に相続させる。
第 2 条　この遺言状の遺言執行人として今井祐子を指定する。

付言　　私は君と出会い、共に 45 年の月日を過ごすことができて幸せだった。
　　　　来世があるのなら、また君と出会い共に過ごしたいと思う。
　　　　本当に有り難う。では私は先に行くが、君はゆっくり楽しんで
　　　　生きて下さい。ではまたね、ばいばい！

2016 年 12 月 11 日
千葉県浦安市入船○×―△△―□　　今井幸一　印    　　　　　　　　　　　　　　　
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Case. ２　子供二人、自宅と賃貸物件と預貯金、株式等がある家族の場合

遺 言 状

遺言者今井幸一（1941 年 1 月 2 日生）は、下記の通り遺言書を作成する。
第 1 条　遺言者は、遺言者の有する下記記載の不動産、預貯金を､ 遺言者の妻で
　　　　ある今井祐子（1949 年 9 月 6 日生）に相続させる。

第２条　遺言者は、遺言者の有する下記記載の不動産と預貯金を､
　　　　遺言者の長女である今井歩美（1993 年１月 19 日生）に相続させる。

第３条　遺言者は、遺言者の有する株券を､ 遺言者の長男である今井一男
　　　　（1990 年１月 6 日生）に相続させる。

第 4 条　上記以外の全ての財産は妻である今井祐子に相続させる。
第５条　この遺言状の遺言執行人として今井祐子を指定する。

2016 年 12 月 11 日
千葉県浦安市入船○×―△△―□　　今井幸一　印    　　　　　　　　　　　　　　　

付言　私亡き後は、母子仲良く生きてくれるように上記のような遺産の配分を考えた。自宅
は妻祐子が今まで通りに過ごせるように相続させる。長女歩美は親と同居の上で私の介護を
するなど親孝行をしてくれたので、収益物件（家賃 40,000 円）と預金 1,000 万を相続させ、
引き続き母親の生活と看護をお願いします。更に、母亡き後には歩美には自宅を相続させたい、
と思います。長男一男は別所帯を構えて立派に生きてくれているので、トヨタ株を相続させる。
兄弟仲良く母親を大切にしてくれることをお願いします。私は妻祐子と出会い、子供にも恵
まれて過ごすことができて幸せだった。
最後に一言「面白き　こともなき世を　面白く　住みなすものは　心なりけり」
みんな有り難うね！では、行ってきます、みんな元気で楽しく生きて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　

１．土地
所在　浦安市入舟町 1 丁目
地番　2 番 3
地目　宅地
地積　123.45㎡

野町証券に預託する豊産自動車の株券 50 株

２． 建物
所在　　　浦安市入舟町 1 丁目
家屋番号　2 番 3
種類　　　居宅
構造　　　木造瓦葺き 2 階建
床面積　　１階　60.00㎡ /
　　　　　２階　50.00㎡

３．預貯金
20,000,000 円

１．トップマンション浦徳第 2
所在　　　浦安市行徳町 1 丁目 2 番 3
家屋番号　行徳町 1 丁目 2 番 3 の 4
構造　　　鉄筋コンクリート造陸屋根 5 階
建種類　　居宅　　　床面積　12.34㎡

２．預貯金
10,000,000 円
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①
不
動
産
は
、
登
記
簿
謄
本
の
通
り
に
書

く
。
不
動
産
の
「
所
在
地
」
は
、「
住
所
」

と
は
違
う
も
の
で
、
土
地
建
物
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
「
所
在
地
」
を
書
く
こ
と
。

②
実
際
の
遺
産
分
け
の
時
に
は
、
時
価
総

額
で
の
損
得
判
断
に
な
り
ま
す
が
、
相
続

税
の
計
算
で
は
、
不
動
産
の
相
続
税
評
価

額
は
「
時
価
評
価
」
で
は
な
く
、土
地
は
「
路

線
価
」、
建
物
は
「
固
定
資
産
評
価
価
額
」

で
評
価
し
ま
す
。

③
不
動
産
の
相
続
税
評
価
額
を
知
り
た
い

場
合
は
、
固
定
資
産
税
課
に
行
っ
て
「
固

定
資
産
評
価
証
明
書
」
を
取
得
し
、『
建
物

は
そ
こ
に
書
か
れ
た
価
額
＋
土
地
の
路
線

価
（
固
定
資
産
評
価
価
額
×
８
／
７
） 

』
の

合
計
額
で
計
算
す
る
こ
と
で
、
土
地
建
物

の
相
続
税
評
価
額
の
概
算
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
預
貯
金
や
株
式
の
評
価
は
、
時
価
評
価

そ
の
ま
ま
の
価
格
で
す
。

⑤
上
記
の
よ
う
に
、
不
動
産
の
相
続
税
評

価
額
は
時
価
よ
り
も
低
い
の
で
、
相
続
税

の
節
税
対
策
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
例
え
ば
、
１
億
円
の
現
金
が
あ
る
場

合
、
そ
の
お
金
で
自
宅
や
不
動
産
賃
貸
物

件
を
建
て
た
場
合
、
新
築
建
物
の
固
定
資

産
価
額
は
55
％
～
70
％
で
評
価
さ
れ
る
の

で
、
相
続
税
評
価
価
格
は
５
５
０
０
万
～

７
０
０
０
万
に
下
が
り
ま
す
。

・ 

更
に
、
自
宅
を
建
て
た
場
合
に
は
、
宅
地

評
価
が
80
％
控
除
の
特
例
に
よ
り
、
路
線

価
が
４
０
０
０
万
円
×
20
％
＝
８
０
０
万

円
の
相
続
税
評
価
に
下
が
る
の
で
節
税
対

策
に
な
り
ま
す
。

・ 

不
動
産
賃
貸
建
物
を
建
て
た
場
合
は
、

宅
地
の
相
続
税
評
価
額
の
50
％
評
価
の

特
例
に
よ
り
、
４
０
０
０
万
円
×
50
％
＝

２
０
０
０
万
円
に
下
が
る
の
で
節
税
対
策

に
な
り
ま
す
。

⑥
上
記
の
よ
う
に
、
不
動
産
は
相
続
税
評

価
が
時
価
で
は
無
い
為
、
又
、
そ
の
他
幾

つ
か
の
特
例
が
あ
る
為
、
相
続
対
策
に
よ

く
活
用
さ
れ
る
の
で
す
。

※
不
動
産
は
分
割
が
難
し
い
し
、
そ
の
活

用
次
第
で
経
済
的
利
益
が
異
な
る
も
の
で

す
。
そ
れ
故
、
そ
の
分
割
方
法
が
不
動
産

知
識
が
少
な
い
者
に
は
難
し
い
！
と
言
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
続
人
間
で
揉

め
る
元
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
の

活
用
と
揉
め
な
い
分
割
方
法
等
に
詳
し
い
、

且
つ
相
続
に
も
詳
し
い
不
動
産
業
者
や
税

理
士
に
相
談
の
上
、
将
来
対
策
と
相
続
対

策
に
な
る
「
遺
言
状
」
を
作
成
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。　

株式会社明和地所会長 今泉浩一が、 皆さんから寄せられた

悩み事や相談に、 お答えします！！

日頃のお悩みアレコレを、 匿名で応募して
スッキリ解決しませんか？！

ご相談は、お手紙・メール・FAXで！ 【下記の内容を必ずご記載ください】
①ペンネーム　②ご年齢　③性別
④職業　⑤家族構成
⑥お住まいエリア（例：入船）
⑦相談の内容（400字以内で相談内容
をおまとめください。内容が分かれば、
簡単な『一言質問』でもOK！）
※規定の文字数に整理して掲載します

採用されましたご質問は、次号以降の『ゆうゆう手帖』にご掲載させていただき、同紙面で今泉浩一の回答
をご紹介させていただきます。ご不明な点は、株式会社イント (047-380-8310）までお問い合わせください。

[ お手紙 ]

[FAX]

[ メール ]

〒 279-0012 浦安市入船 4-1-9-2F
株式会社明和地所
｢おしえて！今泉会長 ｣応募係
047-380-7294
｢ おしえて！今泉会長 ｣応募係

yu2@int-web.jp

おしえて！

お悩み相談募集中！

今泉会長

明和地所 会長

今泉 浩一です！
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Case. ３　不動産収益物件を多くお持ちの場合

遺 言 状

遺言者今井幸一（1941 年 1 月 2 日生）は、下記の通り遺言書を作成する。
第 1 条　遺言者は、遺言者の有する下記記載の不動産、預貯金を､ 遺言者の長男で
　　　　ある今井謙治（1972 年 9 月 6 日生）に相続させる。

第２条　遺言者は、遺言者の有する下記記載の不動産と預貯金を､ 遺言者の妻で
　　　　ある今井祐子（1949 年９月６日生）に相続させる。

第３条　遺言者は、遺言者の有する預貯金及び株券を､ 遺言者の次男である
　　　　今井二男（1996 年６月２０日生）に相続させる。　　　　　　　　　　　　　　　

１．土地
所在　浦安市入舟町 1 丁目
地番　2 番 3
地目　宅地
地積　234.56㎡

２． 建物
所在　　　浦安市入舟町 1 丁目
家屋番号　2 番 3
種類　　　店舗
構造　　　重量鉄骨造 2 階建
床面積　　１階　125.00㎡
　　　　　２階　125.00㎡

1．トップマンション浦徳第 2
所在　　　浦安市行徳町
　　　　　1 丁目 2 番地 3
家屋番号　行徳町 1 丁目 2 番
　　　　　3 の 4
構造　　　鉄筋コンクリート
　　　　　造陸屋根 5 階建
種類　　　居宅
床面積　　12.34㎡

１. 野町証券に預託する豊産自動車の株券 100 株
２. 預貯金　10,000,000 円　

３．土地　　　　　　　　
所在　浦安市入舟町 4 丁目
地番　5 番 6
地目　宅地
地積　234.56㎡
　
４． 建物
所在　　　浦安市入舟町 4 丁目
家屋番号　5 番 6
種類　　　居宅
構造　　　木造瓦屋根葺き
　　　　　2 階建
床面積　　１階　62.00㎡　　　
　　　　　２階　62.00㎡

2. グランドコート
　新浦明 1111 号室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在　　　浦安市新明
　　　　　5 丁目 6 番 7
家屋番号 　新明 5 丁目 6 番
　　　　　7 の 1111
構造　　　鉄筋コンクリート
　　　　　造陸屋根１３階建
種類　　　居宅
床面積　　88.88㎡

５． 株式
( 株 ) 明木土地建物
の株券 500 株

６ 預貯金　
40,000,000 円

３. 預貯金
40,000,000 円
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第 4 条　遺言者は、遺言者の有する下記記載の不動産と預貯金を､ 遺言者の三男
　　　　である今井三男（1999 年 12 月 20 日生）に相続させる。　　　　　　　　　　　　　　　

第 5 条　上記以外の財産は、妻今井祐子に相続させる。
第 6 条　この遺言状の遺言執行人として今井謙治を指定する。

１．京葉コーポ浦富 1234 号室
所在　　　浦安市富町 3 丁目 4 番 5
家屋番号　富町 3 丁目 4 番 5 の 1234
構造　　　鉄筋コンクリート造陸屋根 15 階建
種類　　　居宅
床面積　　60.00㎡

2. 預貯金
20,000,000 円

付言　私亡き後は、母子仲良く生きてくれるように上記のような遺産の配分を考えた。自宅及

び業務用地は、事業承継者である長男謙治には事業運営に必要な資産を多めに相続させるが、

謙治は一族の家長として家族全員の面倒を見、母祐子と同居して今まで通りに母祐子の生活の

お世話をし、毎月 10 万円の小遣い金を支払い、病気や介護が必要になったらそのお世話をし

て余生を健やかに過ごせるようにお願いします。

妻祐子は、これまで通り長男家族と同居し、収益物件（家賃 150,000 円）と預金 4,000 万を

相続させるので、兄弟孫子全員が仲良く幸せになるように音頭を取るようにお願いします。

二男は、上場企業に勤めて順調な人生を送って居るので、遺産の一部しか渡せないが許して下さい。

三男は、体調不良の為に仕事上苦労しているようなので、収益物件 ( 賃料 12 万円 ) を相続さ

せるので、無理せずに体調を回復して下さい。そして、兄弟みんなにお願いなんだけど、家族

仲良く、時には母親の元を訪れて祐子に孫の姿を見せてあげて下さい。老いると孫子と遊び、

子孫の繁栄を見るのが最大の楽しみですから、そのことをみんなにはくれぐれもお願いします。

では、みんなが居てくれて良い人生だった。有り難うね。ジャー行ってくるね、さようなら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2016 年 12 月 11 日
千葉県浦安市入船○×―△△―□　　今井幸一　印    　　　　　　　　　　　　　　　

　

不
動
産
に
関
す
る
相
続
の
考
え
方
が
一

番
難
し
い
の
で
、
相
続
に
詳
し
い
不
動
産

業
者
と
税
理
士
の
両
方
に
協
力
し
て
対
策

を
お
願
い
す
る
の
が
、
一
番
利
口
な
や
り

方
で
す
。

①
不
動
産
は
そ
の
価
値
を
引
き
出
す
方
法

を
知
ら
な
い
で
、
節
税
対
策
だ
け
考
え
た

場
合
は
失
敗
す
る
こ
と
が
多
い
！

　

例
え
ば
、
銀
行
や
建
設
業
者
が
「
借
金

し
て
賃
貸
物
件
を
建
て
る
と
節
税
に
な
る
」

と
、
節
税
だ
け
を
メ
リ
ッ
ト
に
勧
め
て
来

る
も
の
は
注
意
が
必
要
で
す
。
一
億
円
借

り
て
、
ア
パ
ー
ト
を
建
て
た
場
合
、
確
か

に
節
税
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
億
円

借
り
た
か
ら
節
税
に
な
る
の
で
は
無
く
、

手
持
ち
の
一
億
円
で
ア
パ
ー
ト
を
建
て
た

場
合
に
も
節
税
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

一
億
円
借
り
る
と
一
億
円
が
手
元
の
入
り

ま
す
の
で
、
お
金
に
関
し
て
は
＋
－
ゼ
ロ

で
す
。
詳
し
く
言
い
ま
す
と
、
前
述
し
た

よ
う
に
現
金
を
賃
貸
建
物
に
替
え
た
か
ら

「
建
物
の
相
続
税
評
価
額
」
が
現
金
の
70
％

～
80
％
低
い
評
価
に
な
る
（
特
例
の
場
合

更
に
50
％
評
価
で
35
％
～
40
％
に
下
が
る
）

の
で
、
そ
の
分
だ
け
節
税
に
な
る
の
で
す

が
、
そ
の
場
合
で
も
借
金
の
一
億
円
は
返

済
し
な
け
れ
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
残
る

の
で
、
空
室
が
出
た
り
賃
料
が
大
幅
に
下

が
っ
た
り
し
た
場
合
、
借
入
金
で
ア
パ
ー
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ト
を
建
て
た
人
は
返
済
に
苦
し
み
、
財
産

を
失
う
か
破
産
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
用

心
し
て
下
さ
い
。

②
上
記
の
理
屈
で
、「
不
動
産
の
相
続
税
評

価
」
と
「
不
動
産
の
生
前
贈
与
税
の
評
価
」

は
同
じ
基
準
で
す
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し

て
中
古
の
賃
貸
物
件
を
買
え
ば
大
き
な
相

続
対
策
が
取
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
土
地
60
坪
・
建
物
１
１
０
坪
・

月
収
90
万
円
の
築
21
年
の
木
造
中
古
賃
貸

物
件
を
、
手
持
ち
の
現
金
１
億
３
５
０
０
万

円
（
利
回
り
８
％
）
で
取
得
す
れ
ば
、
建

物
の
固
定
資
産
評
価
価
格
は
減
価
償
却
の

計
算
で
値
下
が
り
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

新
築
時
８
０
０
０
万
円
だ
っ
た
建
物
の
固

定
資
産
評
価
額
は
５
０
０
万
円
位
で
す
。

（
土
地
の
固
定
資
産
評
価
額
が
６
０
０
０
万

円
×
８
／
７
）
×
50
％
評
価
＋
建
物
評

価
額
５
０
０
万
円
＝
６
８
５
７
万
円
×

50
％
＋
５
０
０
万
円
＝
３
４
２
８
万
円
＋

５
０
０
万
円
＝
３
９
２
８
万
円
（
相
続
税

評
価
額
）
で
す
。

　

年
間
１
０
８
０
万
円
の
ア
パ
ー
ト
が
、

相
続
税
評
価
額
で
は
３
９
２
８
万
円
で
す

の
で
、
１
億
３
５
０
０
万
円
の
お
金
か
ら

相
続
税
評
価
を
９
５
７
２
万
円
安
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
手
持
ち
の
中
古
ア
パ
ー
ト
の
建
物
だ
け

を
子
供
に
贈
与
す
れ
ば
、
年
間
１
０
８
０
万

円
の
お
金
が
入
る
ア
パ
ー
ト
を
５
０
０
万

円
の
価
格
で
贈
与
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
跡
取
り
息
子
等
に
（
５
０
０
万

円
―
１
１
０
万
円
）
×
15
％
＝
わ
ず
か

58
万
５
０
０
０
円
の
贈
与
税
で
引
き
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
贈
与
の
時
に
敷
金
も
子
供
の

贈
与
し
な
い
と
、
負
担
付
き
贈
与
と
し
て

時
価
評
価
の
贈
与
と
見
做
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
！

④
広
い
土
地
に
道
路
を
引
い
て
不
動
産
を

幾
つ
か
に
分
割
を
し
て
、
そ
れ
を
数
人
の

お
子
様
達
に
相
続
さ
せ
る
事
を
遺
言
さ
れ

る
地
主
さ
ん
の
場
合
、「
土
地
は
公
道
、
又

は
道
路
と
見
な
さ
れ
る
道
路
に
２
ｍ
以
上

接
続
し
て
い
な
い
と
家
が
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
」
の
で
、
私
道
（
公
衆
用
道
路
）
の
設

計
の
仕
方
で
「
家
が
建
た
な
い
土
地
」
を

造
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
家
の

建
て
ら
れ
な
い
土
地
は
ほ
ぼ
無
価
値
」
で

す
の
で
、
道
路
幅
は
最
低
４･

５
ｍ
以
上
、

公
道
に
接
す
る
部
分
の
隅
切
り
は
３
ｍ
以

上
必
要
な
「
道
路
位
置
指
定
」
の
取
り
方

な
ど
、
不
動
産
業
者
に
相
談
の
上
で
「
遺

言
状
」
を
お
書
き
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。　

事 例 ①事 例 ②

 2.2 ｍの私道に接道しても家は建てられないが、 4.5m 以

上の私道（公衆用道路）で隅切り 3 ｍがあれば「道路位

置指定」が取れる道路になり、家が建てられる土地になる。

道路が 35m 超の場合は転回広場が必要。

道路位置指定が取れなくても、各 2 ｍ以上公道に接道（敷

地延長）すれば家が建てられる。

公道

公道公道

○○

×

×

○

○

×

○

家が建てられない土地

（無価値）

2m 2m 3m

3m

4.5m

私
道

私道の幅は
4.5m 以上必要

接道は各 2m
以上が必要
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事
例
３
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
道

路
位
置
指
定
」
を
取
っ
た
私
道
（
公
衆
用

道
路
）
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ

の
土
地
は
「
家
が
建
て
ら
れ
な
い
ほ
ぼ
無

価
値
な
土
地
」
に
な
り
ま
す
。
仲
の
良
い

兄
弟
の
間
は
良
い
と
し
て
も
、　

孫
子
の
時

代
に
な
れ
ば
何
十
人
と
い
う
人
数
に
な
る

の
で
、
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
、
収
拾
が

付
か
な
い
土
地
に
な
る
の
で
、
親
が
生
き

て
い
る
今
の
内
に
、
兄
弟
で
話
し
合
っ
て

「
道
路
位
置
指
定
」
を
取
り
、
兄
弟
で
土
地　

の
分
筆
・
分
割
の
手
続
き
を
す
る
「
遺
産

分
割
協
議
」
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

両
親
が
生
き
て
い
る
内
な
ら
ば
、「
道
路

位
置
指
定
」
を
取
っ
て
土
地
の
分
筆
を
行

い
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
そ
れ
ぞ
れ
の
子

に
相
続
さ
せ
る
」
と
言
う
「
遺
言
状
」
を

書
く
の
が
親
の
子
孫
に
対
す
る
思
い
や
り

で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
、
と
さ
え
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、「
遺
言
状
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
相
続
で
は
不
動
産
に
関
す
る

知
識
が
一
番
必
要
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
更

に
具
体
的
な
ご
相
談
を
相
続
に
詳
し
い
不

動
産
業
者
や
土
地
家
屋
調
査
士
に
相
談
さ

れ
た
後
で
、
遺
言
書
を
書
か
れ
ま
す
こ
と

を
お
勧
め
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

事 例 ③

道路位置指定を取った公衆用道路（私道）

公道

広い敷地に、それぞれの子どもに家を建たせて住んでいる場合

Ｂ地

Ｃ地

Ｅ地

Ａ地

Ｄ地

長男の家

次男の家

長男の孫の家

両親の母屋

三男の家

私道の幅は
4.5m 以上必要

コラム執筆
株式会社明和地所 取締役会長

Kouichi Imaizumi

早稲田大学法学部卒業。79 年、有限会社明和地所を創立し代表取締役社長となる。近年は ｢不動産賃貸経営セ
ミナー｣ などの講師を行い、不動産関連の本を多数執筆。06 年には、浦安市内 4 年連続不動産売買シェア NO.1
となる。07 年、株式会社明和地所取締役会長に就任。　執筆 ･･･ ｢息子への手紙｣ ｢社員への手紙｣ ｢社員成功
塾｣ ｢豊かに生きる為の賃貸経営｣ ｢不動産でお金持ちになり、幸せになる！｣ ｢豊かな老後を過ごし、子供たち
が相続で争わない為に！｣ ｢日本一学 ( 浦安編 )・共著｣ その他多数。/ 資格 ･･･ 相続アドバイザー協議会認定の
上級相続アドバイザー・宅地建物取引主任者・ファイナンシャルプランナー２級・損害保険代理業普通資格・危
険物取扱資格者・株式会社明和地所創業以来の不動産経験、現在は会長職。

今泉　浩一

3m

3m
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　株式会社明和地所セミナー情報

セミナーの内容

セミナー関連本 !!
今泉浩一著書籍、
全４種類を
プレゼント！

  セミナー参加者
全員へ !!

※駐車場はございません。公共の交通機関をご利用ください

《定員 20 名の無料セミナーです》

ご予約ください。

【セミナー会場】　新浦安駅から徒歩５分
浦安市入船 4-1-9 明和地所賃貸管理センター２Ｆセミナー室

明和地所　浦安 検 索 www.meiwajisho.co.jp
ホームページからのご予約も可能です。

お申し込み・お問い合わせ

株式会社明和地所　賃貸管理センター （受付時間 9:30 ～ 18:30　毎週水曜日定休）
Tel 047-316-8872

※個別相談も承っております。予約時にお問い合わせください

上級相続アドバイザーの資格を持つ、
( 株 ) 明和地所会長　今泉浩一が
分かりやすく解説いたします！

老
後
の
悩
み
解
決
と
、

豊
か
な
第
二
の
人
生
を

お
く
る
為
に
！
セ
ミ
ナ
ー

①
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

　
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

②
年
金
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
。

③
年
金
＋
α
の
老
後
資
金
の
作
り
方
。

④
蓄
積
資
金
を
活
用
し
て

　

｢

金
の
卵
を
産
む
鶏｣
を
持
と
う
！

⑤
争
わ
な
い
相
続　
等

大好評！無料
セミナー

今泉 浩一による

9:30 ～ 12:00( 受付 9:15）
日曜日開催！

16 214/ 5/・

①一億円～三億円のお金が貯まる、お金の貯め方
② 72 の法則：72 ÷利回り 7.2％＝投資額が 10 年
　で倍になるという法則
③利回りが 7.2％以上になる投資はあるか？
④不動産動向の解説
⑤具体的な不動産物件の紹介　　　　

土曜日開催

時間 :9 時半～ 12 時（受付 9 時 15 分～）
5/4/ （土） （土）15

お金に困らなくなる
副業の不動産投資セミナー

20･
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耐
震
基
準
と
は
、
建
物
が
地
震
の
震
動
に

絶
え
る
こ
と
の
出
来
る
能
力
を
定
め
る
基
準

で
、
１
９
２
４
年
に
世
界
に
先
駆
け
て
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
関
東
大
震
災
の
次

の
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
１
９
８
１
年
に

基
準
が
大
き
く
改
正
さ
れ
て
、｢

新
・
耐
震
基

準｣

が
出
来
ま
し
た
。
新
基
準
に
な
る
以
前

の
建
物
は
築
32
年
以
上
の
建
物
と
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
現
存
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
？

耐
震
基
準
を
知
っ
て
地
震
に
備
え
よ
う
！

快適なお家
コラム

NO.2

株式会社アールデザイン

お気軽にご相談ください！

千葉県浦安市入船 4-1-6
□営業時間　9:00 ～ 18:00　□駐車場　有り
□年中無休（お盆 ･ 年末年始等を除く）

耐震等級で強度を数値化出来る！

耐震セルフチェックをしてみよう！

｢住宅性能表示制度｣ で家の性能レベルを知るこ
とが出来ます。耐震性・耐久性・省エネ性など
の 10 項目の性能を国が定めた基準によって第３
機関が評価します。

一つでもチェックが
ついたら、耐震診断を

した方がいいかも ?!

【
旧
基
準
】
…
１
９
８
１
年
５ 

月
以
前
に
建

築
工
事
さ
れ
た
建
物
に
定
め
ら
れ
て
い
た
基

準
。
中
地
震( 

Ｍ
５ 

～ 

７) 

を
想
定
し
た
、

震
度
５
強
程
度
の
揺
れ
で
も
倒
壊
せ
ず
、
破

損
し
て
も
補
修
で
き
る
程
度
の
被
害
に
収
ま

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
新
基
準
】
…
１
９
８
１ 

年
６ 

月
以
降
着
工

の
建
物
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
。
巨
大
地

震( 

Ｍ 

８ 

～ ) 

を
想
定
し
た
、
震
度
６
強
～

７ 

程
度
の
ゆ
れ
で
も
倒
壊
し
な
い
と
想
定
さ

れ
て
い
る
基
準
で
す
。

耐
震
改
修
工
事
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
犠
牲

者
の
約
８
割
の
方
が
家
屋
の
倒
壊
で
圧
死
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
倒
壊
し
た
建
物
の
約
95
％

が
旧
基
準
の
建
物
で
し
た
。
ま
ず
は
自
宅
の

「
耐
震
診
断
」
を
行
っ
て
家
の
強
度
を
知
り
、

そ
こ
か
ら
補
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
地
震

が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
！ 

自
宅
を
も
っ
と

安
全
に
す
る
た
め
に
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

旧
基
準
と
新
基
準
と
は
？

耐
震
改
修
工
事
で
家
を
補
強
！

ま
ず
は
耐
震
診
断
か
ら
…

等級１に対して 1.5 倍の地震に対抗できる
強度等級３

等級１に対して 1.25 倍の地震に対抗できる
強度等級 2

震度 6 強から 7 程度の地震に対し倒壊せず、
震度 5 強程度の地震に対し損傷しない等級 1

品格法・耐震等級の目安

□  平成 12 年以前の建物だ
□  基礎にひび割れがある
□  外壁にひび割れがある
□  シロアリを見かけた！
□  ドアが勝手に開く
□  今まで業者に点検してもらったことが無い
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「ゆうゆう川柳」読者さまのご応募お待ちしております！

今
月
の
ゆ
う
ゆ
う
川
柳

春
が
来
た 

ど
う
い
う
わ
け
か 

冷
え
取
れ
な
い

ラ
ン
ド
セ
ル　

孫
よ
ろ
こ
ん
で　

バ
ァ
バ
シ
ャ
メ

白
魚
の　

目
が
突
き
刺
さ
り　

歯
が
か
け
た

梅
咲
い
た　

お
団
子
食
べ
た　

こ
れ
は
ウ
メ
ー

《 

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ま
る
ち
ゃ
ん 

》

《 

ペ
ン
ネ
ー
ム 
ス
ー
パ
ー
バ
ア
バ 

》 

《 

ペ
ン
ネ
ー
ム 

海
苔
あ
さ
り 
》

《 

ペ
ン
ネ
ー
ム 

花
よ
り
団
子 

》

【応募規定】
・作品は自作未発表のものに限ります。
・日々の生活等をテーマとします。

【応募方法】
葉書またはメールでご応募ください。
★俳句は一人２句まで。
①氏名　②紙面に掲載するペンネーム　
③年齢　④ご住所　⑤電話番号
※読みやすい字でご記入の上、難しい字にはフリガナ
をふってください。
※投稿された川柳の著作権は、発行元に帰属致します。

■葉書で応募…
〒 279-0012　浦安市入船 4-1-9-2F
株式会社イント『ゆうゆう川柳』応募係
■メールで応募…　yu2@int-web.jp

【賞】特選に選ばれた方には粗品を贈呈い
たします。

【発表】ゆうゆう手帖で発表。

『取材に来て！私たちのクラブ活動』
【ご連絡方法】下記を明記し、お手紙・メール・FAX でご連絡くだ

さい。①氏名　②年齢　③折り返しのご連絡が出来る電話番号
④クラブ活動の詳細（箇条書き等、簡単なもので大丈夫です！）

お手紙 ･･･ 〒 279-0012　浦安市入船 4-1-9-2F　株式会社
イント『ゆうゆうクラブ活動』係 / メール…yu2@int-web.jp/
FAX…047-380-7294

取材をさせていただく場合、担当者よりお電話、またはメールでご連絡をさせていただきます。

『ゆうゆう手帖』で、皆さんのご活躍を
ご紹介しませんか？ご取材させていただ
けるクラブ活動を募集しております。
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を置いていただける、施設・店舗さまを募集しております！

※プレゼント掲載は３回まで　※掲載枠のサイズは変更する場合がございます
※スペースに限りがありますので、先着順となります

上記の広告掲載枠を 1 枠プレゼント !!
施設 ･ 店舗へ設置いただけましたら…

お気軽にお問い合わせください。

☎ 047-380-8310株式会社イント
｢ゆうゆう手帖｣ 編集室

水曜日定休
9:30 ～ 18:30
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